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赤道大気レー ダー で観測されたス マ トラ島における風速の 日変動
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1．は じめ に 　　　　　　　　　　　時間は 西風 で あ り、西風は 15−20LT で強い 。こ

　熱帯域に お け る 日周期の対流活動 は地球規 れはイン ド洋上で朝発達して 東進し ・13− 17LT

模の大気循環 を駆動する主要な要因の 一
つ で 　に Kotot，abang に比較的強い 降雨を もた らす雲

あ り、特にイン ドネシア の ス マ トラ島は 熱帯太 シZ テ ムに対応し て い る ・ ラジオゾンデ観測で

平洋域におい て 対流活動の 日周期が 卓越する　は高度 2．5開3．5km では温度逆転層と小 さい相対

地域の
一

つ で ある 。イン ドネ シア共和国西ス 湿度 （約 75％）が観測された ・これ らの 高度は

マ トラ州 Kototabang（100．32
。

　E
，
0．20・S

，
海抜　下層の雲の 雲頂高度に対応して い る と考え られ

865m ）に設置され た赤道大気レ
ーダー

（Equa一 る ・下層の 対流活動の 及ぶ高度を決める 要因と

trorial　At皿 （msphere　Radar ；　EAR ）は ピー
ク出力　して は ・背景風の風向 （高度 2−5km で 西風 高

100kW 、周波数 47MHz の大型大気 レーダー
で 度 5km 以上で東風）が要因の

一
つ として考 えら

あ り、高度 1．5−20km の領域における風速 3成 れ る 。

分を時間及び高度分解能それぞれ最高約 1分半　
一

方 、図で は 高度 8−12km で は 16− 17LT で 風

及び 150m で 取得可能で ある。2001年 11月に　速場の 収束が 見られ ・逆に 03−04LT で は 風速

おい て 雲頂高度
’
8km 以上 の 高い 雲が ス マ トラ　場の 発散が見られ る・この風速場の収束及び 発

島の 山岳部に沿 っ て 夜間（18−24LT）に発達し 、 散は ・ス マ トラ島の 山岳部に沿 っ て 18−eOLT で

以降の 時間で 弱まる 日周期が GMs の 赤外画像　発達する雲頂高度 8km 以 上の 高い雲 の 日変
．
th

よ り得 られ た 雲頂高度データ（TBB）よ り観測さ　と対応して い る・，

れた。本研究で は 、こ の 期間にお ける （1）EAR 　 3．まとめ

で 観測 され た 風速の 日変動 （2）ラジオゾンデ観 　　本稿で はス マ ト
1

ラ島の 山岳部 に沿 っ て 発達

測で得 られた温度及び水蒸気デー
タと雲活動と する雲頂高度 8kln以上の 高い 雲の 時間変化 と

の 日周期の 関連を調べ た。　　　　　　 、　　 EAR で 観測された高度 812km で の 風速場の

2．風速の 日変動　　　　　　　　　　　収刺吏び発散との対応を示した。講演で は他の

図に 2001年 11月 1 日m36 日の 期間で 平均した　期間にお ける観測結果や 2001年 11月における

水平風の 日変動成分 （水平風の 日平均か らの 差） ラジオゾンデの 観測結果に つ いて も述べ る予定

を示す 。 高度 2−4km で は 0514LT は東風 、 他の　で ある 。
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図： 2001年 11月の 期間で 平均し た風速の 日変動
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